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会議名称 令和５年度北本市指定管理候補者選定委員会 

開会及び 

閉会日時 

令和５年１０月２６日（木） 

午前９時３０分から午前１１時５０分まで 

開催場所 北本市役所 会議室３－Ｂ 

議長氏名 委員長：新井信弘 

出  席 

委 員 等 

氏  名 

新井信弘、秋葉清、大保木道子、関根智、関根孝明、渡辺浩

幸、柿沼新司、草野智広、長嶋太一、福島弘行 

欠  席 

委 員 等 

氏  名 

なし 

説明者の 

職 氏 名 

障がい福祉課長：吉見 昭 
障がい福祉課給付担当主幹：河田美穂 
障がい福祉課給付担当主査：小菅浩典 
障がい福祉サービス事業所あすなろ学園指定管理申請者：社
会福祉法人埼玉県社会福祉事業団  
生涯学習課長：櫻井猛博  
生涯学習課生涯学習担当主席主幹：藤原雅臣 

事務局職員

の 職 氏 名 

総務課長：佐藤慎也 

総務課資産管理担当主査：栗原弘行 

総務課資産管理担当主任：福岡祐希 

会

議

次

第 

１ 開会 

２ 議事 

 ⑴ 審査、選定の方法について            

⑵ 障がい福祉サービス事業所あすなろ学園の審査について 

⑶ 施設見学（栄市民活動交流センター事業予定地） 

３ その他 

４ 閉会 

配布資料 

次第 

北本市指定管理候補者選定委員会設置要綱 

北本市指定管理候補者選定委員会名簿 

スケジュール 

指定管理候補者選定資料 

栄市民活動交流センター事業予定地に関する資料 
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発言者 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

障がい福祉課 

 

 

委員 

１ 開会 

 

２ 議事 

議事⑴「審査、選定の方法について」事務局から説明を求

める。 

 

－審査、選定の方法について説明－ 

 

説明に対して、何か質問はあるか。 

 

－特になし－ 

 

障害福祉サービス事業所あすなろ学園の選定については、

合格点６割を目安として選定を実施する。 

それでは、事務局の説明どおりに選定する。 

 

つづいて、議事⑵「障害福祉サービス事業所あすなろ学園

の審査について」を始める。 

 

－障がい福祉課 入室－ 

 

 所管課から、施設の概要等説明を求める。 

 

－障がい福祉課より施設の概要等を説明－ 

 

 補足だが、令和４年度の障害福祉サービス事業所あすなろ

学園の業務評価委員会の評価結果はＡであった。 

 

 以上の説明について、質問はあるか。 

 

 平成５年４月に利用定員が急増しているが、これはなぜ

か。 

 

休養室を設ける等施設の拡張、充実等が主な理由と考えら

れる。 

 

施設の大規模修繕は実施しないということだが、危険個所
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発言者 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

 

 

障がい福祉課 

 

委員長 

 

 

障がい福祉課 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

申請者 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

申請者 

 

 

の点検はしているのか。 

 

点検は毎年実施している。多少の老朽化がみられる。 

 

 これまでの指定管理者と同様ということだが、過去施設管

理にあたり課題はあるか。 

 

申請者は第三者評価もやっており、利用者からの評価も高

く課題はない。しかし、昨年、市内に他の事業者の入所施設

ができ、その影響による利用者の減少が課題であるため、利

用者増加の工夫を指摘している。 

 

 それでは、申請者からプレゼンテーションを求める。 

  

－申請者入室－ 

 

申請者である社会福祉法人埼玉県社会福祉事業団より説明

を求める。 

 

－申請者よりプレゼンテーション－ 

 

 以上の説明について、質問はあるか。 

 

 職員の定着率はどうか。 

 

 今年度正規職員が１名退職したが、それ以外は退職してい

ない。法人全体では採用３年以内で退職した率は２１．７％

でコロナ禍前は１０％程度であるため、増加している。な

お、全国の当法人と同様の職種の離職率の平均は３６％であ

る。 

 

 地域への貢献について、市内の事業者とはノウハウの共有

等の取組の状況の現状と今後についてはどうか。 

 

 市内の事業所同士の集まる協議会がある。そこには障害福

祉サービス事業所ふれあいの家、北本多機能型事業所くじら

雲、北本福祉の会かがやきの郷、手をつなぐ親の会、北本市
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発言者 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 

 

申請者 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

申請者 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

聴覚障害者協会等が所属している。月１回会議を実施し、定

期に情報共有をしている。一例として、市内の事業所から仕

事について相談があり、あすなろ学園で実施している仕事を

紹介するなど協力した。 

  

 業務評価委員会の中で充足率が厳しいという話があった。

以前は施設が不足するという話であったが、最近はどの施設

も定員確保が難しい状況であると聞いている。さらに民間参

入があることも考えられる。障がい福祉課に対する意見だ

が、今後障害福祉サービスの受給バランスについても検討し

て欲しい。 

 

 障害福祉サービスについては、現在、障害福祉計画の見直

しを実施しているところである。 

 

在宅の方へのケアはどうしているのか。 

 

生活介護という通所サービス利用者については、あすなろ

学園で支援している。それとは別にあすなろ学園では相談支

援事業を常勤２人で行っており、困りごとなどある人が電話

で相談してくる。相談内容は、住居確保の支援や窓口へ行く

際に同行を求められ同行する等である。 

 

農園で野菜を作っているとのことだが、他では野菜より単

価の高い花苗の栽培をしているので、花苗栽培も検討したら

どうか。 

 

受託作業として、月曜日から金曜日まで、段ボールの型抜

きやチェッカーを使ったソケットの稼働チェック等をしてい

る。 

さをり織りや農園作業は火曜日の午後のみの実施とし、基

本は工賃を反映できる作業を中心としている。 

火曜日の午後は様々な活動をしており、頂いた意見も参考

にさせていただく。 

 

 今回の更新にあたりスタッフ数が前回と比較し変更となっ

ているが、それについて説明願う。 
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発言者 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

 

申請者 

 

 

 

 

 

委員長 

 

申請者 

 

 

 

 

委員 

 

申請者 

 

 

委員 

 

 

申請者 

 

委員長 

 

申請者 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 現在あすなろ学園で勤務している職員数で申請している。 

平成３０年度の指定期間開始の当初は正規職員１人で相談

を対応していた。１人で相談者１００人では追い付かないた

め、昨年度新たに３人施設に入ってきたことから、正規職員

を１人増やし、２人で対応することとしたためである。 

 

メンバーに変わりはないか。 

 

正規職員は県内１１施設あるため、人事異動もあるが、可

能な限り変わらないように職員を配置したい。なお、契約社

員という各施設長が雇用できる枠があり、そちらは地域で採

用されているため、基本的に異動はない。 

 

経費を節減する計画はあるか。 

 

人件費が主な経費であるため下げられないが、事業費や事

務費については、電気をこまめに消すなど削減に努めたい。 

 

今後指定管理者で実施する修繕費の上限が１０万円から２

０万円に増額しても問題ないか。 

 

問題ない。 

 

充足率について、今後の工夫はあるか。 

 

昨年７人退所した。そのうち４人は、親が亡くなるなど

し、在宅にての対応が難しいということで入所となった。 

騎西特別支援学校の卒業生への案内も実施しており、今年

１人、来年１人入所する意向である。 

また、３障害（身体・知的・精神）で受入可とすることで

対応していきたい。 

 

 以上で、プレゼンテーション及び質疑応答を終わりにす

る。 

 

－障がい福祉課・申請者退室－ 
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発言者 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

採点表への記入が完了したら、事務局が各委員の採点表を

回収するので、提出をお願いする。 

 

－事務局 集計作業－ 

 

採点結果について、事務局から結果報告をお願いする。 

 

－事務局 結果報告－ 

【申請者】 

社会福祉法人埼玉県社会福祉事業団 ８３２点 

 

ただいま事務局から報告があったが、本委員会としては、

社会福祉法人埼玉県社会福祉事業団を障害福祉サービス事業

所あすなろ学園の指定管理候補者としてよいか。 

 

－委員一同、異議なし－ 

 

それでは埼玉県社会福祉事業団を障害福祉サービス事業者

の指定管理候補者とする。 

今後の流れについて事務局より説明願う。 

 

本日決定いただいた事項は、本委員会終了後、市長に報告

し、所管課及び指定管理候補者にも通知する。 

 

これで、障害福祉サービス事業所あすなろ学園の選定を終

了する。 

 

次の議題に移る前に、渡辺委員におかれましては、栄市民

活動交流センターの申請者の関係者となることから、ここか

らは除斥となる。 

 

－渡辺委員退室－ 

 

続いて、⑶施設見学（栄市民活動交流センター事業予定

地）について事務局より説明願う。 
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発言者 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

－栄市民活動交流センターの概要説明－ 

 

－休憩・栄市民活動交流センター事業用地へ移動－ 

 

－生涯学習課合流－ 

 

－生涯学習課職員案内のもと栄市民活動交流センター事業用

地の見学－ 

 

－生涯学習課解散― 

 

－市役所へ移動－ 

 

３ その他 

 次回は１１月８日（水）を予定している。 

 

４ 閉会 

以上をもって終了する。お疲れ様でした。 

 

以上 

 


